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平成 25年 10月 18日（金）松原ふれあいの家 (※ ) にて、「ミニデイおとこの
台所まつばら」の協力を得て、東日本大震災により区内に避難されている方々
をお招きした『調理・会食交流会』を開催しました。

※松原ふれあいの家・・・松原 2 丁目にあるサロン・ミニデイの活動拠点

～ 今、私たちにできること ～

おいしい料理に舌鼓を打ちながら、和やかに交流のひとときを過ごしました

社会福祉協議会による災害時の取り組みや被災地支援の事業について、詳しくは P2 をご覧ください

被災地へ　そして　わがまちで



連携
○在宅避難者の安否確認
○ニーズの調査
○他機関との連絡調整

世田谷区役所

世田谷
ボランティア
協会

世田谷区
社会福祉
協議会
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～災害時における社会福祉協議会の取り組み～
　世田谷区社会福祉協議会（以下、社協）では、大規模な地震等の災害が発生した場
　合に備えて、世田谷区及び世田谷ボランティア協会とそれぞれ協定を結びました。

　社協では、区・ボランティア協会と密接な連携のうえ、主として在宅被災者（避難所へ
行かず、自宅で生活を続けている方）への支援を行います。

・自宅での生活を継続している被災者を支援すること
・福祉的サポートが必要な高齢者・障害者等を、避難所または自宅において支援すること
・災害及び被害の状況等に関する情報を区民等に提供すること（以上、協定書より）

―災害時こそ、皆さまの日頃からの助けあい・支えあいが大きな力を発揮します―

　子育てサロンリーダーやふれあい子育て援助
会員、子育て中のお母さん（未就学児の子ども）
が集まり「1 日だけの子育てサロン」を開催しま
した。
　地域の方に抱っこされながら大型絵本やパネ
ルシアターを見たり、ふれあい遊び（バスタオ
ルでゆらゆら等）を楽しんだり、子どもたちも
大喜びでした。参加したお母さんからは「色々
な方に声をかけてもらい嬉しかった」との感想
も寄せられ、お母さん方に子育て中の親子を対
象とした活動に取り組む地域の方々の存在を
知っていただける絶好の機会となりました。

　「活動にすぐに役立つレクリエ―ション」と題
して福祉レクリエーションワーカーの小倉あけ
み氏をお招きしました。
　足し算引き算じゃんけんや馴染みの音楽に合
わせたレクリエーションダンスなど、すぐに活
動に取り入れられるものばかり。「皆でゲームを
することは、とても楽しい」「今後の活動に役立
てたい」等たくさんの感想が寄
せられました。
　今後も、社協は、支えあい活
動のいっそうの充実に向け、支
援してまいります。

うれしいね　防火で笑顔の　人と町
（東京消防庁　防火標語より）

振り込むな  確かめましたか  その電話
（警視庁　新防犯標語より）災 ふ援 サ ー ビ ス時 あ報 報害 れ情 情支 い

「1 日だけの子育てサロン」
～北沢地域子育て事業協力者交流事業～

「支えあい講座」
～サロン・ミニデイスタッフ交流会～　東日本大震災復興支援“忘れない、3.11” 

　　　　　　～今、わたしたちにできること 世田谷から～
　社協では、東日本大震災の復興支援に向け、世田谷区民の皆さまとともにこれからも
支援を継続していくメッセージを発信するイベントを開催いたします。

【お問い合わせ先】世田谷区社会福祉協議会　地域福祉課　地域福祉推進係

　　　　　　　  ＴＥＬ：5429-2206　ＦＡＸ：5429-2204

日時：平成 26 年３月 16 日（日）
内容：①映画上映会『遺体～明日への 10 日間～』（主演：西田敏行）
　　　　　　会場：北沢タウンホール　午後１時 30 分～４時
　　　②福島物産市（福島県の農産物、海産物の生鮮品、加工品等の販売）
　　　　　　会場：しもきたスクエア（下北沢駅北口駅脇）午前 10 時～午後４時
　　　③被災地支援募金（寄付先：「福島の子どもたちとともに・世田谷の会」）
　　　　　　会場：下北沢駅北口　しもきたスクエア　午前 11 時～正午
　　　④写真展
　　　　　『岩手県釜石市のいま』会場：北沢タウンホールロビー　午後 1 時～ 4 時
　　　　　『福島県浪江町のいま』会場：下北沢一番街商店街事務所　午前 10 時～午後 4 時

事 業 報 告

協力会員の小林佳代子様（北沢地域在住）が 500 時間活動表彰を受けられました。
※活動時間数が、一定時間数を超えた協力会員を対象に、感謝の意を表し功績を讃えるものです。

ふれあいサービス活動にご協力いただける方
（協力会員）を募集しています。

※ふれあいサービスは、高齢者や心身に障害のある方、

産前産後の方で日常生活にお困りの方へ、家事や介護

等のサービスを提供する住民同士の支えあいの活動で

す。

ふれあいサービス協力会員長時間活動者表彰

ふれあいサービス協力会員募集中！

　平成 17 年から活動されている小林佳代子様。ご両親の介護経験を生かして、地域のお役に立てればという
気持ちで活動を始められました。『ご高齢になっても、ちょっとした手助けで生活がしやすくなり、生きてい
く張り合いの一助になればと思っています。ささやかな事でもお役に立てればという気持ちで活動しています』
とのコメントを寄せていただきました。
　社協では、小林様をはじめ、協力会員の皆さまの活動を応援してまいります。

■ふれあいサービス概要■
活動内容　家事援助・介護・大掃除・草取り・
　　　　　枝切り・ゴミ出し・理美容
活動時間　月曜～金曜日 7：00 ～ 21：00　
資　　格　経験・年齢・資格は問いません　
　　　　　※理美容のみ要資格
謝 礼 金　１時間　７００円より　
問い合わせ　北沢地域社協事務所　ＴＥＬ：5465-7541

大型絵本「えらい、えらい」 バスタオルのゆらゆらは大人気
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地 情社区 報協 25 年度を振り返って
　　梅丘地区は、今年度も福祉学習支援として城山小学校 4 年生に

車椅子・アイマスク体験をおこないました。
　また、高齢者の方々が気軽に歩いて参加できる範囲に五つのエ
リアをもうけ、身近に親睦ができるよう高齢者エリア別交流会を
実施しました。山下・豪徳寺・代田東各エリアでは、落語・手品・
切り絵・朗読など、食事をしながら楽しみました。（梅丘・代田エ
リアは 2 ～ 3 月に実施予定です）
　私たち推進員も「日頃の活動に役立つ社協の事業について」の
テーマで研修会を行いました。これからも見守り支えあえる梅丘
を目指して活動したいと思います。今後ともご支援よろしくお願
い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　会長　小原　朗子

　北沢地区社協の活動も発足以来丸６年になります。今はすっか
り定着した活動の中に皆さまの希望、新しさを加えるように努力
しています。「歩こう会」では、春は北沢川緑道や駒場野公園を、
秋は、禅林寺や井の頭恩賜公園を文学散歩しました。「高齢者交流
茶話会」は落語を楽しみ、「多世代交流わなげ大会」は高得点の競
いあいになりました。「街なか」ベンチは、新たにしもきたスクエ
アに２台設置され皆さまに活用されています。人気の「高齢者バ
ス交流会」は富士山の素晴らしい姿を堪能いたしました。
　３月には、震災避難者支援イベントが北沢タウンホ－ル等であ
り、私達も街頭募金、交流会に参加します。２６年度も皆さまに
愛される地区社協を目指して頑張って参りますのでよろしくお願
いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　会長　大野　好惠

　　25 年度も皆さまのご協力をいただきながら、様々な活動に取り
組んでまいりました。
　「地域でつどいましょう」では豚汁を囲みながら、「ミニわなげ
サロン」では輪投げや折り紙を楽しみながら、ゆったりとした時
間を過ごし、地区の高齢者と推進員の交流を深めました。「わなげ
交流大会」は小学生から高齢者までの参加者で大いに盛り上がり、
輪投げを通じて多世代交流を図ることができました。「クリスマス
コンサート ( 賛助 )」は約 350 名の参加があり、社協も受付やチラ
シ作成等協力いたしました。来年度も活動を通じて緩やかな見守
りを行い、安心して暮らせるまちづくりに取り組んでいきたいと
思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　都﨑　裕子

　平成２５年度の事業は、6 月の「ふれあい小動物ひろば」から始
まりました。「ふれあい小動物ひろば」では、子どもから高齢者まで、
動物とのふれあいを楽しみました。秋には、地域福祉推進員研修
で「孤立死」について学び、地区ごとに現状と対応策について話
し合いました。また、今年度は、「だれでもベンチ」の新規設置場
所の提供が 3 箇所もあり、合計 15 台になりました。
　他にも共催事業として、春と秋の歩こう会、松原小学校のデイ
キャンプや昔遊びの授業への参加など、地区の団体、学校とも連
携しながら活動してまいりました。
　来年度は、さらに充実した活動ができるよう、工夫していきた
いと思います。
　皆さまのご協力をお願いいたします。　　　　　会長　上原　繁

　　今年度実施の ｢文化・芸術ふれあい会｣ 等では、心打つ音楽に
感動した参加者の思いが被災地への寄付という形にも表れました。
　社協の活動を通して地区の方々がより多く顔見知りになり、世
代を越えて参加 ･ 参画していただき、そして次世代へ継承できる
ことを目標に ｢バス交流会 ( 芋掘り )」、｢音楽秋

あきいろ

彩交流会 ( 地元アー
ティスト出演 )」、｢そらまめハウス交流会（子育て親子とのワーク
ショップ）｣ 等を実施しました。また福祉学習への協力やサロン等
団体との連絡会にも取り組みました。
　来年度も事業の充実に努め、地域福祉推進員さんの連携を大切
に、安心して暮らせる地域づくりに取り組んで参ります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　手嶌　きみ子

　25 年度は運営委員が一部入れ替わり、新しい顔ぶれでスタート
しました。皆さまの素晴らしい協力で、今年度も各事業を無事に
実施しました。
　既存の事業を更に良くするための新しい工夫を重ねました。お
楽しみ交流会や映画のつどい等で足の弱い方のため、デイホーム
赤堤が会場まで車の協力をしたり、広報「まつざわ」では自分た
ちの住む町に目を向け、福祉施設を取材し記事にする等の試みに
も挑戦しました。地区の皆さまからたくさんの「ありがとう」を
いただくことができました。モットーである「参加する人も企画
する人も楽しい気持ちで」を大切に、次年度もより良い地区社協
になるようがんばりたいと思います。　　　　　会長　松下　寛子

「小学校夏まつりへの参加協力」
これからも見守り支えあう活動をす
すめていきます。

「秋の歩こう会・晩秋の文学散歩」
井の頭公園駅～三鷹～井の頭自然文
化園　約８ｋｍの道程
皆さん和気あいあいの楽しい
一日でした！！

「わなげ交流大会」
得点が入るたび歓声が上がり楽しい
交流会となりました。

「だれでもベンチ」
有料老人ホーム「アリア松原」玄関
横（松原５－３４－６）
お気軽にご利用ください

「文化・芸術ふれあい会」
二胡とピアノの多彩な音色に魅了さ
れた文化・芸術ふれあい会。音楽を
通して交流の輪が広がりました。

｢高齢者お楽しみ交流会　｣
あの漫才コンビ「おぼん・こぼん」
のおぼん師匠がピンでフリートー
ク！おなかを抱えて笑いました。

主な活動エリア：梅丘１～３丁目　豪徳寺１・２丁目　代田１～３丁目

【主な活動エリア】　北沢 1 ～５丁目

主な活動エリア：代沢１～５丁目　池尻４丁目３３～３９番地　三宿２丁目３８番地

【主な活動エリア】　松原１～ 6 丁目

主な活動エリア：代田４～ 6 丁目　羽根木１～２丁目　大原１～２丁目
【主な活動エリア】赤堤１～５丁目・桜上水１～ 5 丁目

各地区社協に関するお問い合わせは・・・　
　　　　北沢地域社協事務所　TEL: ５４６５－７５４１　FAX: ５４６５－７５４３まで

地区社協は、地域の皆さまからの人的・財源的なご協力の下で活動を展開しています。
皆さまからいただいた社協会費が、地区社協の明日を支えます。

梅
　
丘

北
　
沢

代
　
沢

松
　
原

新
代
田

松
　
沢



ふれあい ･ いきいきサロン 支えあいミニデイ
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歳末たすけあい・地域支えあい募金
　ご協力ありがとうございました。

　厳しい経済状況にも関わらず、皆さまの福祉への温かい想いが募金となって社協に寄せられま
した。
　募金の一部は、支援を必要とする方へのお見舞金・お祝い金、在宅で高齢者・障害者（児）を
介護している方へのお見舞金としてお届けすることができました。（※お見舞金のお届けにあたり、
民生委員の皆さまにご協力をいただきました。）
　そのほか、地域福祉の充実を図るため、翌年度の地域支えあい活動事業などに使わせていただ
きます。
　募金の内訳は下記のとおりです。

１．募金総額（北沢地域社協事務所）１０，２８７，４６４円
　　　　　　　　　　（世田谷区社会福祉協議会　4 ７，３２９，３１８円）（A）
平成２６年 1 月３１日現在（単位：円）

北沢地域社協事務所：地区社協別募金額
地区社協名 募金額

梅　丘 2,368,133 円
代　沢 1,331,165 円
新代田 1,687,760 円
北　沢 946,570 円
松　原 1,606,787 円
松　沢 2,342,049 円
事務局 5,000 円
合　計 10,287,464 円

２．配分内訳
（１）お見舞金・お祝い金

対象 単価（円） 北沢地域社協 世田谷区社協
① 支援を必要とする世帯 １世帯 8,000 ４２世帯７１名 194 世帯 354 名

＋ 1 人 2,000 加算 394,000 円 1,872,000 円
② 支援を必要とする世帯・ 15,000 ４名 8 名

小中学校入学お祝い金 60,000 円 120,000 円
③ 在宅要介護高齢者介護者 5,000 ４０６名 1,329 名

2,030,000 円 6,645,000 円
④ 在宅重度障害者（児） 5,000 ８８名 446 名

介護者 440,000 円 2,230,000 円
①～④の合計 2,924,000 円 10,867,000 円（B）

（２）平成 26 年度地域福祉活動費等（C）
募金総額（A）－お見舞金・お祝い金（B）＝（C） 36,462,318 円 

地域福祉活動費等・・・地域の福祉活動に取り組む、団体の支援に充てられています。
※受領書の作成などの事務費も一部含まれます。

子育てサロン

イ．地域福祉活動団体助成事業
ロ．ふれあい・いきいきサロン等の支援事業
ハ．人材育成事業
二．地区社協活動支援
ホ．地域福祉の普及啓発（PR）事業

地域福祉活動費の主な使途（北沢地域）

歳末たすけあい・地域支え
あい募金は、お見舞金・お
祝い金の他に、北沢地域の
様々な地域福祉活動にも活
用されています。

助成・支援を受けたグループや、お見舞金をお届けした方からの
感謝の声の一部をご紹介します

ありがとうメッセージ

《北沢 4 丁目支えあいミニデイ》
　『活動補助金でお茶やお菓子、お弁当やお
にぎり等、その時に合った用途により使わ
せていただいております。地域の皆さまの
温かい支援で、閉じこもらず参加すること
を楽しみにしています。人と人の和が保た
れています。』

　《さんまる会》
　『体操で体をほぐしたあと、熱いお茶を飲
み、お茶菓子をつまみながら、最近の関心
事を語り合います。年輩者が互いに心を通
わせる楽しい時間です。
　お茶とお茶菓子を出せるのは補助金のお
かげで、本当に感謝いたします。』

《子育てサロン　トコトコ》
　『地域の子育て家庭の方々が、少しでも気
持ちを楽に、楽しく子育てできるよう、サ
ロンを行っています。
　補助金はイベント等に使わせていただい
ています。』

地域福祉活動団体助成金　交付団体
《ＮＰＯ法人僕んち》
助成事業・・・若者・子どものための自己表現トレーニング
　『対人関係で自信を失うことの多かった子どもや若者たちが、この機会に
様々な自己表現を経験することによって、日常生活の中での身近な人間関係
を緊張することなく、ラクに、スムーズに築いていける、良いきっかけ
となりました。子どもたちがより自然に成長していける努力を続けます。』

まず確認！あわてないで！冷静に！
　（警視庁ホームページより）

お見舞金をお届けした方
　今日思いがけぬご厚志をいただきまし

た、ご配慮ありがとうございます。

　家内はパーキンソン病、要介護 4、デイ

サービスに週 3 日間参加しております。

　お蔭様で私は元気で過ごしております。
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　世田谷区社会福祉協議会では「募金型自動販売機」の設置を進めています。
設置場所のご協力をお願いいたします。設置費用や電気代等は、社会福祉協議会が負担します。

※「募金型自動販売機」とは、自販機の飲料を購入すると、売り上げの一部が地域福祉活動（社
協の事業）の資金へ寄付される仕組みになっている自販機です。

※設置される自動販売機は、災害などの緊急時に商品（飲料）の提供や、携帯電話等の充電がで
きる『災害対応型自販機』です

【設置に関するお問い合わせ先】
　社会福祉法人 世田谷区社会福祉協議会 総務課　TEL:5429-2200　FAX:5429-2204

　東大原小学校では『ユニバーサルデザインってなんだろう』をテーマとしたお話を、松沢中学校では、

『車いす体験・アイマスク体験・高齢者疑似体験』を行いました。

　体験学習を通じて、福祉を身近に感じてもらうとともに、高齢者や障害のある方の一面である不自

由さに気づき、一人ひとりができることを考えるきっかけとなりました。

　社協は、これからの地域を支えていく子どもたちと、学びを通じて思いやりの心をはぐくんでいき

たいと考えています。

平成 25 年 12 月 13 日（金）
松沢中学校 1 年生

『車いす体験・高齢者疑似体験・アイマスク体験』

 ご寄付いただいた方々（10 月～ 1 月受付分）

　10 月 7 日　　匿名　　　　　　　　　　　　　　　　　　 80,552 円
　11 月 5 日　　岩田　弘靖　様　　　　　　　　　　　　　 29,583 円
　11 月 20 日　　東京土建世田谷支部下北沢分会　様　　　　 5,000 円
　12 月 12 日　　北沢間税会　様　　　　　　　　　　　　　100,000 円
　 1 月 15 日　　日本キリスト教団　東京都民教会　様　　　 19,310 円

ご厚志に感謝申し上げます。地域福祉推進のために活用させていただきます。

自動販売機設置のお願い

平成 25 年 12 月 3 日（火）
東大原小学校２年生

『ユニバーサルデザインってなんだろう』

福祉体験学習をおこないました


